
星空ガイド ９月１６日～１０月１５日

※惑星は２０２４年１０月１日の位置です。

よいの星空
９月１６日２２時頃

１０月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
９月１６日 ４時頃

１０月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

９ １６ 月 ５：４１ １８：０３ １７：０８ ２：５８ １３.０

２１ 土 ５：４５ １７：５６ １９：４８ ９：０８ １８.０

２６ 木 ５：４８ １７：４９ ‐‐ ： ‐‐ １４：３０ ２３.０

１０ １ 火 ５：５２ １７：４２ ４：１３ １７：０１ ２８.０

６ 日 ５：５６ １７：３５ ８：５８ １９：０７ ３.３

１１ 金 ６：００ １７：２８ １３：４４ ２３：２５ ８.３

１５ 火 ６：０３ １７：２３ １６：０６ ２：５９ １２.３
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１０月中旬・日の入り６０分後の
紫金山－アトラス彗星の見え方
１０月中旬・日の入り６０分後の
紫金山－アトラス彗星の見え方

紫金山－アトラス彗星の観察にチャレンジしよう！

２０２３年７月号のうちゅうでも紹介した、「紫金山―アトラス彗星」が９月末から１０

月にかけていよいよ地球に接近します。観察のチャンスは大きく分けて３回あります。

①９月下旬ごろ

（夜明け前、東の空の低いところ）

②１０月中旬ごろ

（夕方、西の空の低いところ）

③１０月下旬から１１月上旬

（夕方、西の空のやや高いところ）

特におすすめしたいのは、②の時期です。

１０月上旬は地球から見て彗星と太陽が近

いために観測は難しいですが、１０月１２日頃

から夕方の西の空の低いところで彗星を観

察できるようになります。そして、日に日に彗

星の高度が上がっていくので位置的にも時

間的にも観察しやすくなっていきます。西の

空の開けた場所で建物などを使って、事前

に場所の目星をつけておいたり、また、この頃は街中でも明るく目立つ金星が近くに

輝いているので、金星を目印にたどっていくのもよさそうです。

彗星はひとつひとつがとても個性的で、明るさの予測がとても難しい天体です。予

測が難しいということは、急激に明るくなったり、立派な尾を見せてくれたり、突然崩壊

したり…とハラハラドキドキの過程も楽しめるということです。これから紫金山－アトラス

彗星がどのような姿を見せてくれるのか、一緒にドキドキの観察を楽しみましょう！

野村 美月（科学館学芸員）

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

９ １７ 火 中秋の名月

月と土星が接近

１８ 水 ○満月（１２時）

大西洋周辺で部分月食（日本では

見えない）

１９ 木 彼岸の入り

２１ 土 海王星が衝

２２ 日 秋分の日

秋分（太陽黄経１８０°）

２５ 水 下弦（４時）

月 日 曜 主な天文現象など

１０ ３ 木 ●新月（４時）

南太平洋～南米の南部で金環日食

（日本では見えない）

６ 日 月と金星がならぶ

８ 火 寒露（太陽黄経１９５°）

月とアンタレスが並ぶ

１１ 金 上弦（４時）

１５ 火 後の月

月と土星の接近

インドなどで土星食

北の空の星空（６月１日２１時頃：大阪）
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